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Abstract
Human skeletal and mummified remains from 49 surface burials in front of Roman catacomb tomb at the North 
Saqqara conducted by Kanazawa University and the Institute of Egyptology, Waseda University from 2016 to 2019. 
This is an anthropological report of these human remains studied from 14th to 19th of September 2019.

The purpose of this survey is to list up basic information of these remains, with some morphological 
interpretations. All procedures were carried out without any breakage of the skeletal remains. Photographs were 
taken to record characteristics of each individual. In total, thirteen individuals were investigated in this season. 
There are some pieces of linen bandages adhered to bones of all individuals. This fact indicates that the skeletal 
remains were buried originally as artificial mummies. Interestingly, some parts of the body such as skulls and lower 
legs were missing in certain individuals (5 out of 13). In addition, in the “NS05-o00802” individual, 13 vertebrae 
(from the 3rd thoracic to the 3rd lumber vertebra) were missing and the trunk was shortened in length. It is possible 
that these individuals were originally mummified artificially and buried somewhere else, then they were moved and 
buried at the unearthed places.

　北サッカラ遺跡では、2016年から 2019年の発掘調査によって、49体の単純埋葬遺体が発見されている（河

合他 2018, 2020a, 2020b）。これらの遺体について、2019年 9月 14日から 19日まで現地調査を行なった。調

査では、遺体の基本的な情報を取得するとともに、若干の形態学的な解釈も行なった。また、それぞれの遺体

について写真撮影記録を行なった（図 1）。

　今期は合計で 13個体の遺体を調査した（表 1）。すべての遺体において、骨の表面にリネン包帯の付着が認

められた。従って、遺体はミイラ化された後に埋葬されたと考えられる。興味深いことに、13個体のうち 6

個体において頭部や下肢の一部が失われていた。また、NS05-o00802の遺体では、13個の椎骨（第 3胸椎か

ら第 3腰椎まで）および肋骨の近位端が失われ、胴が縮められた状態で埋葬されていた（図 2）。なぜ遺体の

一部が失われたのかはまだ検討中であるが、例えば、別の場所に埋葬され、その後、ここに移動された後に再

埋葬された可能性などが考えられる。

　今回調査した 13個体はミイラ化の処置が施されたと推定されるが、埋葬の場所やその後の状況によって、

結果的には白骨化しており、本来のミイラの状態で残っていた個体は存在しない。また、鼻腔天井を確認で
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きた 5個体では、いずれも鼻腔天井が破損されておらず、「脳出し」が行われていなかった。さらに、手の位

置を確認できたのは 11個体であるが、いずれも骨盤前に手を配置する姿勢であった。A.C. アウフデルハイ

デ（Aufderheide）によれば、ミイラ化にあたり鼻腔天井を破損する「脳出し」は中王国時代からローマ期に

かけて見られるものとされている。ただ、ヘロドトスも「歴史」で記述しているように、「脳出し」は「最も

高価なミイラ調製の方法」であり、「中級」や「下級」のミイラ制作方法では必ずしも「脳出し」が行われ

ていたわけではない。また、古代エジプトミイラにおける手の配置は時代や身分によっても異なり、骨盤の

前に手を配置する姿勢は古王国時代から末期王朝時代にかけていずれの時代でも見られるものとされている

（Aufderheide 2003）。この姿勢も身分や地域によって異なり、ギリシャ支配期においても骨盤前に手を配置す

る姿勢は見られている（Elias et al. 2014）。したがって、今回調査した 13個体のミイラ化手法から年代を絞り

込むことは不可能であるが、今回調査した集団に施されたミイラ化手法は社会階層が上流の人々に使われてい

たものではない、とは言えよう。本人骨集団の脊椎骨には、関節炎症状や椎骨癒合などの重篤な障害が 7個体

に認められており、脊椎骨や肋骨の陳旧骨折は 4個体に認められた。これらは、この集団が過酷な環境下にお

いて生活していた可能性を示唆しており、彼らの社会階層が高いものではない可能性を強く示唆している。

　今後の調査によって本遺跡出土遺体の集団的特徴を明らかにする予定である。

図 1　復元された頭蓋（NS05-o00839, o00847, o00848）
Fig.1  Reconstructed skulls of 

NS05-o00839, o00847 and o00848

図 2　NS05-o00802の出土状況
Fig.2  Simple burial NS05-o00802
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